










 

                      

       

 

 

 

おしゃれが大好き、人と関わることが大好きで 

とっても仲間想いの夏実さん。里ではどんな作業 

も楽しく取り組み、難しいことにもどんどんチャ 

レンジする姿が印象的です。 

          今回は夏実さんのお母さんから、これまでを振 

り返って、想いを寄せていただきました。 

 

 

 今から２０年前の夏、予定日から１０日ほど遅れて夏実は生まれました。 

生後６ヶ月ごろ少し発育の遅れが気になり、聖ヨゼフ整肢園を受診。すぐに訓練

に入るため母子入園することになりました。その後の検査で脳性マヒであること

がわかりました。 

  

３才から４年間地域の保育所に通い、小学校も６年間育成学級に通い続けるこ

とができました。まわりの友達と同じことがやりたいという意欲が強く、先生や

友達に助けられながらいろんな事に挑戦しました。 

 

中学は西総合支援学校に入学。高等部まで６年間お世話になりました。 

進路の先生から「はるの里」のことを聞き、見学することになりました。とても

アットホームな雰囲気でステキなところだと思いました。夏実も仲間のみんなか

ら「なっちゃん、なっちゃん」と声をかけてもらいすぐにとけこんでいましたね。 

 

「はるの里」に通い始めて１年５ヶ月が経ちました。里では毎日ニコニコ笑顔

でなんでも進んで活動していると聞いて安心しています。（家ではなかなか動い

てくれませんが。） 

 

今年２０才になる夏実。職員、仲間、家族みんなに支えられてこれからも楽し

く元気に過ごしてほしいです。 

 

これからもよろしくお願いします。 

 

                          夏実の母 

 はるの里とともに歩んで 

 ～保護者の思い シリーズ㉑～ 



　早いもので私がはるの里に寄せていただくようになって丸６年が経とうとしていま

す。 きっかけは、 すでにボランティアをしておられた西村亮子さんから声をかけて

いただいたことでした。 ちょうど職員の募集をされていた時です。 『うちの事情で職

員としては無理だけど、 ボランティアとして行かせてもらいます』 ということで毎週月

曜日の午前中を仲間のみなさんとともに過ごすことになりました。

　かめしゃんグループでは小学生の時出会って以来 (!) の馬場さんとの懐かしい再

開があり、 初めて出会った仲間ともゆったりした時の流れの中で散歩をしたり、 本

を読んだりと楽しく時間を過ごしました。 正直、 ここで自分は何をしたらよいのか？

と思うこともありましたが、 回を重ね、 だんだん仲間と気持ちが通ってくると 『あ～こ

こで一緒に生きてけばいいんだ、 お互いに楽しんだり、 喜んだりできれば』 と思う

ようになりました。 その後、 ラッコグループの仲間たちと空き缶の作業や製作をする

機会も増え、 職員のみなさんとも交流ができ、 わずかな時間の積み重ねですが、

はるの里での生活は、 すっかり私の人生の一部になっています。

　

　立ち上げの頃からなんとなく知っていたはるの里、 36 年間の歩みの中で、 仲間

を支えてきた職員や保護者のみなさん、 そしてはるの里に関わってこられたたくさん

の方々が裾野となって今もはるの里を前に進めているのだなと改めて感じます。 そ

の中の一人として、 これからも細く長く関わらせてもらえたらうれしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井規子　　　

私が思うはるの里

　

　今号は、コーナー第二回目として、岩井規子さんに思いを寄せていただきました。

　岩井さんとは、はるの里が西京区に引っ越しをしてきた１８年前がおつきあいの始

まりです。見学・物品販売の協力など顔の見える関係から気がついてみたらいつの間

にか大切なボランティアになっていただいています。仲間たちとふんわりと温かな時

間をつくってくれています。これも岩井さんのお人柄でしょうね。



 

      空き缶回収へのご協力ありがとうございます。 

 

仲間（利用者）のリサイクル活動による５月～７月の収益は、24,800 円とな

りました。収益金は、仲間の給料・ボーナスとなります。ありがとうございます。 

 

                 空き缶回収に関するお願い 

 

いつも空き缶回収にご協力いただき、ありがとうございます。 

ラッコグループの仕事の一つとして、空き缶リサイクルに取り組み、収益も得

られ励みにもなり、仕事の能率も上がってきています。 

「もっとお仕事がしたい」「お給料を作るんだ」という仲間の願いを実現する

ために、皆様に広く空き缶回収のご協力を下記のようにお願いしたいと思いま

す。 

 

① はるの里まで持ってきていただく。 

② お電話していただければ、回収に伺います。 

③ ご提供いただく空き缶は、仲間が手にしますので、できるだけ洗って乾い

たきれいな状態でお願いします。 

  

何卒ご理解・ご協力いただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

  ○寄付○  

 京都雅ゾンタクラブ 様 金一封 

Ku 様 金一封 

 Ko 様 ジュース   

Ki 様 金一封 

 N 様 アイスクリーム                

I’s引越しプランニング 様  車いす 

O 様  金一封 

  

これ以外に６/４のミニバザーに多くの方々から物品寄付をいただ

きました。              

 

ありがとうございました。 

お知らせ 

 

 


